
� 広報「くまむら」　平成２３年 11月号

11
2 0 1 1

NOVEMBER

　１１月１２日、神瀬住吉神社秋季大祭で行われた奉納相撲
大会の様子です。
　神瀬保育園児や一勝地小学校の児童が、境内に造られた土
俵で相撲を取りました。保護者や地域住民の大歓声の中、勝っ
て大喜びする子もいれば、負けて悔し涙を流す子もいました。
　また、伝統芸能の「住吉谷奴」も披露され、最後まで盛り
上がった一日となりました。

「はっけよい！のこった！」　初顔合せの一番？
～愛らしい姿に歓声が舞う～
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今
冬
の
節
電
に
ご
協
力
を

小
さ
な
心
が
け
が
必
要
で
す

　

11
月
１
日
、
経
済
産
業
省
は
、
九
州
電

力
管
内
に
お
い
て
、
今
冬
の
電
力
需
給
対

策
を
発
表
、
計
画
停
電
の
実
施
や
需
給
ひ
っ

迫
に
よ
る
停
電
の
発
生
を
回
避
す
る
た
め
、

５
％
以
上
の
節
電
目
標
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

九
州
電
力
で
は
、
原
子
力
発
電
所
の
停

止
に
伴
い
、
電
力
供
給
確
保
の
た
め
最
大

限
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
冬

の
電
力
供
給
は
、
き
わ
め
て
厳
し
い
見
通

し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
緯

か
ら
、
九
州
管
内
に
お
け
る
節
電
目
標
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
は
、
12
月
１
日
（
木
）
か
ら
３
月

31
日
（
金
）
の
平
日
（
※
12
月
29
日
か
ら

１
月
４
日
を
除
く
）
で
、
皆
さ
ん
の
日
常

生
活
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
節
電
を
お
願

い
し
ま
す
。
特
に
、
12
月
19
日
（
月
）
か

ら
２
月
３
日
（
金
）
の
平
日
の
８
時
か
ら

21
時
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
需
給
状
況
が

厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

５
％
以
上
を
目
標
に
節
電
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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エアコン
30％

照明
19％

照明
13％

冷蔵庫
11％

冷蔵庫
16％

テレビ
9％

電気カーペット
4％

電気カーペット　6％

温水便座
2％

温水便座　2％

電気ポット
2％

電気ポット　2％

食器洗い乾燥機　2％

食器洗い乾燥機　2％

電気こたつ　1％

電気こたつ　1％

パソコン　2％

パソコン　2％

テレビ　6％

ジャー炊飯器　2％

ジャー炊飯器　2％

洗濯・乾燥機　2％

洗濯・乾燥機　2％

その他
18％

その他
18％

待機電力　5％

待機電力　5％

◆
冬
季
の
電
力
需
要
の
特
徴

　

冬
季
は
暖
房
の
使
用
量
が
多
く
な
る
午
前

（
８
時
か
ら
11
時
頃
）
と
照
明
や
家
庭
用
需
要

の
多
く
な
る
点
灯
帯
（
17
時
か
ら
20
時
頃
）
に

電
力
需
要
の
ピ
ー
ク
が
発
生
し
ま
す
。冬
季
は
、

空
調
や
照
明
等
の
使
用
時
間
が
夏
季
に
比
べ
長

い
た
め
１
日
の
う
ち
で
電
力
需
要
の
大
き
な
時

間
帯
が
長
く
な
り
ま
す
。

実際に、
私たちの家庭では冬の夕方
どんな電気製品を使ってい
るのでしょうか？

家庭における冬の夕方（１９時頃）の消費電力（例）

通常、エアコンを
使用する家庭

こ
こ
に
注
目
！

通常、ガス・
石油ストーブ
等を使用する家庭
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◆ 家庭の節電メニュー◎チェックしてみましょう◎ ◆

通常、ガス・石油ストーブ等を使用する家庭

通常、エアコンを使用する家庭
節電メニュー 節電効果

（削減率） チェック

エアコン
①・重ね着などをして、室温２０℃を心がけましょう。 ７％

※設定温度を２℃下げた場合

②・窓には厚手のカーテンを掛けましょう １％

照明 ③・不要な照明をできるだけ消しましょう。 ４％

テレビ ④・画面の輝度を下げましょう。
　・必要なとき以外は消しましょう。

２％
※標準→省エネモードに設定し、使
用時間を２/３に減らした場合

冷蔵庫
⑤・冷蔵庫の設定を「弱」に変えましょう。
　・扉を開ける時間をできるだけ減らしましょう。
　・食品をつめこまないようにしましょう。

１％

ジャー炊飯器
⑥・早朝にタイマー機能で１日分をまとめて炊きましょう。
　・�保温機能は使用せずに、よく冷ましてから冷蔵庫に保
存しましょう。

１％

温水洗浄便座
（瞬間式）

⑦・便座保温・温水の設定温度を下げましょう。
　・不使用時は、ふたを閉めましょう。 １％未満

待機電力 ⑧・リモコンではなく、本体の主電源を切りましょう。
　・使わない機器はプラグを抜いておきましょう。 １％

※外出時も⑤（冷蔵庫）、⑦（温水洗浄便座）、⑧（待機電力）のご協力をお願いします。

節電メニュー 節電効果
（削減率） チェック

照明 ①・不要な照明をできるだけ消しましょう。 ６％

テレビ ④・画面の輝度を下げましょう。
　・必要なとき以外は消しましょう。

３％
※標準→省エネモードに設定し、使
用時間を２/３に減らした場合

冷蔵庫
⑤・冷蔵庫の設定を「弱」に変えましょう。
　・扉を開ける時間をできるだけ減らしましょう。
　・食品をつめこまないようにしましょう。

２％

ジャー炊飯器
⑥・早朝にタイマー機能で１日分をまとめて炊きましょう。
　・�保温機能は使用せずに、よく冷ましてから冷蔵庫に保
存しましょう。

２％

温水洗浄便座
（瞬間式）

⑦・便座保温・温水の設定温度を下げましょう。
　・不使用時は、ふたを閉めましょう。 １％

待機電力 ⑧・リモコンではなく、本体の主電源を切りましょう。
　・使わない機器はプラグを抜いておきましょう。 ２％

※外出時も③（冷蔵庫）、⑤（温水洗浄便座）、⑥（待機電力）のご協力をお願いします。
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その他の節電メニュー チェック

ライフ
スタイル

・夕方に電気製品の使用が重ならないよう家事の段取りを組みましょう。
・温湿時計をつけて、室温の管理（２０℃）を行いましょう。

暖房機器

・�電気の暖房機器（ガス・石油以外）を使う場合には、エアコンと電気ストー
ブ・ヒーターを上手に使い分けましょう。

・�電気カーペットは人のいる部分だけを温めるようにしましょう。また、設定温
度を「中」または「弱」にするよう心がけましょう。

・エアコンのフィルターを定期的（２週間に１回程度）に掃除しましょう。

・扇風機やサーキュレーターで部屋の上部の暖気を循環させましょう。

・こたつは、上掛けなどを活用し、暖気を逃さないようにしましょう。

電気ポット ・お湯はコンロで沸かし、ポットの電源は切りましょう。

洗濯機 ・容量の８０％程度を目安にまとめ洗いをしましょう。

パソコン ・省電力設定を活用しましょう。

掃除機 ・夕方のピーク時はモップやホウキを使ってみましょう。

節電時に注意してほしいこと
　ガス・石油ストーブを使用される場合には、以下のことに注意しましょう。

◆�ガスや石油を使うときは、窓を開けるなどして必ず換気をしてください。自動的に排気する機器は、
ファンの作動音の確認をしましょう。（物が燃えるには、新鮮な空気が必要です。空気が不足する
と、一酸化炭素が発生します。）

◆�洗濯物や布団などは、ストーブの近くにおかないようにしましょう。（洗濯ばさみ等で留めたつも
りでも、落下の危険性があります。）

ま
ず
は
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う

　
「
節
電
」
と
い
う
の
は
、「
面
倒

く
さ
い
」「
た
い
へ
ん
だ
」
と
思

わ
れ
る
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
節
電
メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
み
て

も
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
こ
と
で
成

果
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
や
、

実
際
に
取
り
組
ん
で
み
て
も
そ
の

成
果
が
見
え
て
こ
な
く
て
、
や
り

が
い
も
感
じ
ら
れ
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
が
ち
で
す
。
け
れ
ど
も
、
ま

ず
は
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
一
人
ひ

と
り
の
小
さ
な
心
が
け
が
次
第
に

大
き
な
力
と
な
り
、
大
き
な
成
果

と
し
て
表
れ
て
き
ま
す
。
日
常
生

活
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、
今
こ

そ
私
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
節
電

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

（資料の出典先）
　　資源エネルギー庁推計
（節電に関するアクセス先）
　　携帯電話版ホームページ
　　http://kyuden.jp/
　　パソコン版ホームページ
　　http://kyuden.co.jp/

九州電力（株）人吉営業所では
省エネ・節電についての講座開催を受け付けています。

　分館行事（老人会や婦人会等）で、皆さんで講座を受けてみませんか？
　省エネの「ポイント」と「効果」を知り、日々の生活に役立てましょう。
　個人単位でのお申し込みも受け付けています。
　九電ホームアドバイザーがご提案させて頂きます。

（お問合せ・ご相談先）　九州電力㈱人吉営業所（コールセンター）　☎０１２０－９８６－６０８
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と
し
て
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
が
、
地
域
住
民
が
互

い
に〝
私
た
ち
の
地
域
は
、

私
た
ち
の
手
で
よ
り
良
い

地
域
づ
く
り
を
し
て
い
く
〟
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
講
評

が
あ
り
ま
し
た
。

【
成
績
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）】

『
個
人
総
合
の
部
』

１
位　

井
口　

袈
光　
（
地
下
班
）

２
位　

川
口　

冷
子　
（
山
口
班
）

３
位　

松
舟　

喬　
　
（
山
口
班
）

４
位　

西
林　

千
鶴
子
（
地
下
班
）

５
位　

今
村　

貞
子　
（
地
下
班
）

６
位　

吐
合　

瑞
枝　
（
山
口
班
）

『
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
』

２
回　

井
口　

袈
光　

（
地
下
班
）

１
回　

川
口　

冷
子　
（
山
口
班
）

１
回　

松
舟　

喬　
　
（
山
口
班
）

１
回　

吐
合　

瑞
枝　
（
山
口
班
）

１
回　

小
川　

克
己　
（
山
口
班
）

１
回　

小
川　

悠
子　
（
山
口
班
）

１
回　

地
下　

友
喜　

（
今
村
班
）

１
回　

小
川　

マ
チ
子
（
今
村
班
）

１
回　

地
下　

秀
子　
（
今
村
班
）

１
回　

佐
々
木　

章
好
（
地
下
班
）

親
睦
と
融
和
の
地
域
づ
く
り
の
振
興
を

第
２
区
第
１
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

11
月
６
日
、行
政
区
第
２
区
（
山

口
・
地
下
・
今
村
）
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
〝
さ
く
ら
ド
ー

ム
″
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
第
２
区
在
住
の
保
育

園
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
老
若
男

女
が
集
い
、
総
勢
55
人
の
参
加
者

に
よ
り
８
ホ
ー
ル
の
前
半
・
後
半

２
回
の
ラ
ウ
ン
ド
プ
レ
ー
で
行
わ

れ
、
初
心
者
の
方
に
も
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
が
出
る
な
ど
、
会
場
内
は

終
始
参
加
者
の
楽
し
い
会
話
や
笑

い
声
の
絶
え
な
い
、
地
域
の
親
睦

と
融
和
が
図
ら
れ
た
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
豊
永
征
介
大
会

会
長
か
ら
「
地
域
の
親
睦
と
融
和

及
び
各
々
の
健
康
づ
く
り
を
目
的打ったボールの行方を見つめる参加者

真剣に狙いを定めて
いざ第１打！

秋晴れのもと初めてのグラウンドゴルフ大会
〜 球磨村体育協会第４分会 〜

総勢９５名の参加者で盛り上がりました！

美しい芝生のコースを満喫！

　

球
磨
村
体
育
協
会
第
４
分
会
（
松

尾
勢
治
分
会
長
）
の
主
催
に
よ
る
初

め
て
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

11
月
13
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
４
分
会
区
域
内
在
住
の
95
名
が

集
い
、
10
月
１
日
に
新
し
く
オ
ー
プ

ン
し
た
一
勝
地
温
泉
か
わ
せ
み
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
（
８
ホ
ー
ル
）
と

球
磨
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
８
ホ
ー

ル
）
の
計
16
ホ
ー
ル
を
舞
台
に
、
和

気
あ
い
あ
い
の
中
で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
５
～
７
名
ず
つ
の
16
組

に
分
か
れ
、
か
わ
せ
み
の
芝
生
コ
ー

ス
と
球
磨
中
の
土
の
コ
ー
ス
と
の
変

化
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
や
珍
プ
レ
ー
に
歓
声
を
あ

げ
つ
つ
楽
し
く
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し

た
。

　

第
１
回
目
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者

の
半
数
以
上
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
初
心
者
で
し

た
。
初
め
て
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
最
初
は
戸
惑

い
も
見
え
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
徐
々
に
コ
ツ

を
つ
か
み
、
初
心
者
な
が
ら
上
位
に
食
い
込
む
参
加

者
も
い
た
よ
う
で
す
。

　

プ
レ
ー
終
了
後
は
、
か
わ
せ
み
別
館
で
閉
会
式
が

行
わ
れ
、
上
位
入
賞
者
や
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
、
と

び
賞
、
ブ
ー
ビ
ー
賞
な
ど
が
発
表
さ
れ
る
た
び
に
大

き
な
歓
声
と
拍
手
が
お
こ
り
ま
し
た
。

【
成
績
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）】

　

１
位　

嶽
本　

等　
　
（
淋
班
）

　

２
位　

吐
合　

和
統　

（
吐
合
班
）

　

３
位　

毎
床　

ツ
タ
エ
（
野
々
原
班
）

　

４
位　

犬
童　

直
樹　
（
岳
本
班
）

　

５
位　

松
江　

辰
男　
（
野
々
原
班
）
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11
月
６
日
、
一

勝
地
小
学
校
体
育

館
に
お
い
て
一
勝

地
婦
人
会
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、

会
員
の
親
睦
と

融
和
を
図
り
、
地

域
婦
人
会
の
意
識

の
向
上
と
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
開
催
し

て
お
り
、
今
年
は
総
勢
８
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
Ａ
、
Ｂ
の
２
パ
ー
ト
に
分
か
れ

て
予
選
リ
ー
グ
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
上
位
３

チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み
ま
し

た
。
ど
の
試
合
も
、
元
気
な

声
が
飛
び
交
い
、
皆
さ
ん
は

つ
ら
つ
と
プ
レ
ー
さ
れ
ま
し

た
。

　

決
勝
戦
は
、「
嶽
本
チ
ー
ム
」

と「
那
良
チ
ー
ム
」で
行
わ
れ
、

接
戦
の
末
、「
嶽
本
チ
ー
ム
」

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

も
行
わ
れ
、
最
後
ま
で
大
変

盛
り
上
が
っ
た
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

【
結
果
は
次
の
と
お
り
】

　

優
勝　

嶽
本
チ
ー
ム

　

２
位　

那
良
チ
ー
ム

　

３
位　

一
勝
地
梨
チ
ー
ム

　
　
　
　

ス
マ
イ
ル
チ
ー
ム

真
剣
勝
負
の
熱
い
試
合
を
奉
納

一
勝
地
阿
蘇
神
社
奉
納
剣
道
大
会
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

11
月
３
日
に
一
勝
地
阿
蘇
神
社
奉
納
剣
道
大
会
が
、
ま
た
、
６
日
に
は
奉
納
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
真
剣
勝
負
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、
一
勝
地
阿
蘇
神
社
奉
納
剣
道

大
会
が
、
一
勝
地
小
学
校
体
育
館
で
渡
剣
友

会
、
勝
剣
ク
ラ
ブ
、
球
磨
中
学
校
剣
道
部
や

村
内
外
の
剣
道
愛
好
者
約
30
名
の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
小
学
生
の
部
か
ら
高
校
・
一
般

の
部
ま
で
各
４
部
門
に
分
け
て
行
わ
れ
、
会

場
内
は
気
合
い
の
こ
も
っ
た
声
と
、
一
瞬
で

勝
負
の
決
ま
る
緊
張
感
と
で
剣
道
独
特
の
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

【
結
果
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）】

◆
小
学
生
低
学
年
の
部

　

優
勝　

中
村　

光　
　
（
渡
剣
友
会
）

　

２
位　

板
﨑　

暖
樹　
（
勝
剣
ク
ラ
ブ
）

　

３
位　

糸
原　

旺
揮　
（
渡
剣
友
会
）

◆
小
学
生
高
学
年
の
部

　

優
勝　

淋　
　

竜
也　
（
勝
剣
ク
ラ
ブ
）

　

２
位　

板
﨑　

龍
之
介（
渡
剣
友
会
）

　

３
位　

板
﨑　

太
樹　
（
勝
剣
ク
ラ
ブ
）

◆
中
学
生
の
部

　

優
勝　

中
村　

大
地　
（
球
磨
中
２
年
）

　

２
位　

地
下　

毅　
　
（
球
磨
中
２
年
）

　

３
位　

中
村　

一
輝　
（
球
磨
中
１
年
）

　

３
位　

淋　
　

光
平　
（
球
磨
中
３
年
）

◆
高
校
・
一
般
の
部

　

優
勝　

岡　
　

孝
宏　
（
友
尻
出
身
）

　

２
位　

中
園　

将
成　
（
中
園
出
身
）

　

３
位　

淋　
　

浩　
　
（
向
淋
）

奉
納
剣
道
大
会

　

11
月
６
日
、
球
磨
中
学
校
運
動
場
で
一
勝

地
阿
蘇
神
社
奉
納
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
６
チ
ー
ム
の
参
加
で
、
試
合
は
２

パ
ー
ト
に
分
か
れ
予
選
リ
ン
ク
戦
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
１
位
の
チ
ー
ム
で
決
勝

戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、「
む
っ
ち
ゃ
ん
ず
」
と
「
大
無

田
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
」
の
対
戦
と
な
り
、
打
撃

戦
の
末
、
14
対
12
で
「
む
っ
ち
ゃ
ん
ず
」
が

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

【
結
果
は
次
の
と
お
り
】

　

優
勝　

む
っ
ち
ゃ
ん
ず

　

２
位　

大
無
田
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ

　

３
位　

フ
ォ
ー
リ
ン
グ
ス

　

３
位　

渡
西
Ａ

元気はつらつプレー

奉
納
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

緊張感あふれる一瞬の勝負

　元気な声とパワーを発揮！
　　　　一勝地婦人会ソフトバレー大会

これはアウトか！？セーフか！？
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村内各地で秋の例大祭開催
伝統 芸能やスポーツが奉納される

　

11
月
は
、
村
内
各
地
で

秋
の
例
大
祭
が
行
わ
れ
、

神
楽
が
奉
納
さ
れ
る
な
ど

し
、
た
く
さ
ん
の
方
が
参

拝
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

９
日
の
一
勝
地
阿
蘇
神

社
で
は
、
神
事
、
神
楽
が

奉
納
さ
れ
た
後
に
は
、
も

ち
投
げ
が
行
わ
れ
、
こ
が

ね
保
育
園
児
や
一
勝
地
小

学
校
の
児
童
も
ま
じ
り
一

生
懸
命
に
拾
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
庄
本
組
の
太

鼓
踊
り
や
弓
道
演
舞
、
六

調
子
保
存
会
に
よ
る
「
六

調
子
」
も
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

10
日
の
大
無
田
阿
蘇
神

社
で
は
、
午
前
８
時
半
よ

り
奉
納
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
行
わ
れ
、
各
チ
ー
ム

優
勝
目
指
し
て
笑
顔
で
プ

レ
ー
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
日
、
大
瀬
阿
蘇
神
社

で
は
、
神
事
終
了
後
、
大

瀬
組
の
太
鼓
踊
り
「
市
の

峠
」
を
奉
納
、
そ
の
後
公

民
館
に
移
動
し
、
庭
戻
し

と
な
る
「
参
段
目
」
が
披

露
さ
れ
、
美
し
い
太
鼓
と

鐘
の
音
色
が
響
き
渡
っ
て

い
ま
し
た
。

大
無
田
阿
蘇
神
社

神
瀬
住
吉
神
社

渡
阿
蘇
神
社
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村内各地で秋の例大祭開催
伝統 芸能やスポーツが奉納される

　

12
日
は
、
神
瀬
住
吉
神

社
で
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
神
瀬
保
育

園
児
も
神
輿
を
担
い
で
祭

り
を
祝
い
、
神
事
終
了
後

に
は
、「
住
吉
谷
奴
」
が

奉
納
さ
れ
、
最
後
に
、
恒

例
と
な
っ
て
い
る
相
撲
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
が
相
撲
を
取
る
姿
に

は
、周
り
か
ら
「
頑
張
れ
！

頑
張
れ
！
」
と
応
援
す
る

声
が
響
き
、
大
変
賑
や
か

な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し

た
。

　

13
日
、
堤
岩
戸
地
区
に

あ
る
熊
野
座
神
社
で
は
、

鍾
乳
洞
の
独
特
の
雰
囲
気

が
漂
う
中
、
多
く
の
地
域

の
方
が
参
拝
に
訪
れ
、
し

め
や
か
に
神
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

15
日
の
渡
阿
蘇
神
社
で

は
、
当
日
朝
か
ら
大
変
冷

え
込
ん
だ
中
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
千
寿
園
の
利

用
者
も
車
い
す
で
参
拝
さ

れ
ま
し
た
。

一
勝
地
阿
蘇
神
社

大
瀬
阿
蘇
神
社

熊
野
座
神
社
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大岩幸吉氏を新しく教育委員に選任

委員長は中井久美委員
　

10
月
13
日
の
球
磨
村
議
会
臨
時

会
に
お
い
て
大
岩
幸
吉
氏
が
教
育

委
員
に
選
任
、
同
意
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
10
月
19
日
に
村
長
室
で

辞
令
が
交
付
さ
れ
、
同
日
開
催
さ

れ
た
球
磨
村
教
育
委
員
会
に
お
い

て
、中
井
久
美
委
員
が
委
員
長
に
、

板
﨑
幸
範
委
員
が
職
務
代
理
者
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
岩
幸
吉
委
員
の
任
期

は
、
平
成
23
年
10
月
16
日
か
ら
平

成
27
年
10
月
15
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

委員長
中井��久美　委員

新委員
大岩��幸吉　委員

球磨村選挙管理委員会

委員長に西仁吾氏が再任
　

球
磨
村
選
挙
管
理
委

員
会
は
、
任
期
満
了
に

伴
い
10
月
13
日
の
球
磨

村
議
会
臨
時
会
に
お
い

て
球
磨
村
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
の
選
挙
が
行

わ
れ
、
新
し
い
委
員
が

決
定
さ
れ
ま
た
。

　

そ
し
て
、
10
月
27
日

に
選
挙
管
理
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
委
員
長
に

西
仁
吾
委
員
を
、
職
務

代
理
者
に
今
村
茂
喜
委

員
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
23
年

10
月
15
日
か
ら
平
成
27

年
10
月
14
日
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

委員長
西�仁吾　委員

職務代理者
今村�茂喜　委員

伊高�寛　委員 栁詰�明　委員
３区間を全力で走り切る !!

グランツール九州
　

10
月
30
日
か
ら
11
月
６
日
ま
で
の
８
日

間
、「
第
60
回
九
州
一
周
駅
伝
グ
ラ
ン
ツ
ー

ル
九
州
」
が
開
催
さ
れ
、
熊
本
県
代
表
選

手
と
し
て
球
磨
村
役
場
の
地
下
翔
太
さ
ん

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

地
下
さ
ん
は
、
大
会
１
日
目
（
長
崎
～

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
）
の
第
３
区
（
諫
早
～

大
村
）
を
走
り
区
間
４
位
、
大
会
４
日
目

（
八
代
～
薩
摩
川
内
市
）
は
、第
６
区
（
出

水
～
阿
久
根
）
を
走
り
区
間
５
位
、
そ
し

て
大
会
７
日
目
（
大
分
市
～
小
倉
市
）
に

は
第
１
区
（
大
分
～
亀
川
）
を
走
り
区
間

５
位
と
い
う
堂
々
た
る
成
績
を
収
め
ま
し

た
。

　

初
め
て
出
走
す
る
大
会
で
、
事
前
の
試

走
や
準
備
な
ど
、
苦
労
し
た
部
分
も
た
く

さ
ん
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
来
年
か

ら
も
エ
ー
ス
と
し
て
、
熊
本
県
代
表
チ
ー

ム
を
引
っ
張
っ
て
行
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ン
ツ
ー
ル
九
州
を
終
え
て
、
熊
本

県
チ
ー
ム
は
総
合
６
位
と
い
う
成
績
で
し

た
。
チ
ー
ム
と
し
て
も
総
合
６
位
を
目
標

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
の
で
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
昨
年
、

一
昨
年
の
総
合
８
位
か
ら
も
躍
進
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
４
位
・
５

位
の
鹿
児
島
県
・
大
分
県
と
競
っ
て
い
た

時
も
あ
っ
た
だ
け
に
、
課
題
が
残
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
。
個
人
と
し
て
も
初
め
て

の
大
会
だ
っ
た
た
め
に
、
他
県
の
選
手
と

経
験
の
差
が
出
て
し
ま
い
課
題
が
残
る
大

会
で
し
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
来
年
の

大
会
に
活
か
せ
る
よ
う
に
日
々
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
人
に
応
援
し
て
い
た
だ
き
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
地
下　

翔
太
）

デッドヒートを繰り広げる（大会４日目）

出走後の風景

グ
ラ
ン
ツ
ー
ル
九
州
を
終
え
て
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渡
保
育
園
で
は
11
月
１
日
か
ら
５
日
ま

で
、絵
本
館
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
川
端
誠
さ
ん
の
作
品
に
ち
な
ん

だ
催
し
で
、
絵
本
『
野
菜
忍
列
伝
其
の
一

　

忍
者
に
ん
に
く
丸
』
を
題
材
に
し
た
餃

子
作
り
体
験
や
、
園
児
に
よ
る
〝
お
母
さ

ん
の
顔
を
描
い
た
立
体
お
面
づ
く
り
〟
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
渡
保
育
園
の
絵
本
館
が

完
成
し
て
以
来
10
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を

記
念
し
、
絵
本
作
家
の
川
端
誠
さ
ん
を
招

い
て
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、『
り
ん

ご
で
す
』
や
『
バ
ナ
ナ
で
す
』、『
い
ち
ご

で
す
』
な
ど
の
絵
本
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
読
み
聞
か
せ
に
は
、
園
児
た
ち
の
大
き

な
笑
い
声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
い
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
川
端
誠
さ
ん
自
身
の
生
い
立
ち

や
絵
本
作
家
を
目
指
し
た
人
生
、
そ
し
て

家
族
の
大
切
さ
や
親
か
ら
受
け
た
愛
情
に

つ
い
て
自
分
の
人
生
経
験
か
ら
感
じ
た
こ

と
、「
子
ど
も
は
親
を
見
て
育
っ
て
い
る
」、

「
親
は
自
分
の
子
ど
も
を
信
じ
る
」、「
祖

父
母
や
親
か
ら
受
け
た
愛
情
の
恩
返
し

は
、
自
分
の
子
ど
も
や
孫
へ
愛
情
を
そ
そ

ぐ
こ
と
」
が
子
育
て
や
家
族
を
守
り
、
次

の
世
代
へ
繋
ぐ
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
絵
本
に
は
、
子
ど
も
た
ち

の
独
創
性
や
心
を
豊
か
に
す
る
力
が
あ
る

の
で
、
良
い
本
を
た
く
さ
ん
読
み
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。」
と
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
。

川端�誠さん

お母さんの似顔絵の立体お面を披露する園児たち

ふるさと球磨村のために
昭和４１年度渡中同級会一同より

寄 附 金 贈 呈

大切に活用させていただきます
左から舟戸さん、大無田さん、吉田さん

　

10
月
30
日
、
昭
和
41
年
度
渡
中
学

校
同
級
会
代
表
の
舟
戸
治
生
さ
ん
、

大
無
田
正
剛
さ
ん
、
吉
田
智
子
さ
ん

が
桺
詰
村
長
を
訪
れ
、〝
ふ
る
さ
と

球
磨
村
の
た
め
に
〟
と
、
寄
付
金
を

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
９
月
、
実
に
45
年
ぶ
り
に
卒

業
生
が
集
ま
り
同
級
会
が
開
催
さ
れ

た
中
で
、
寄
附
を
募
っ
て
い
た
だ
い

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

桺
詰
村
長
は
、「
寄
付
を
い
た
だ

き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
よ
り
良
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の

た
め
に
大
切
に
活
用
さ
て
い
た
だ
き

ま
す
。」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

健
康
が
一
番
！

　

元
気
を
地
域
全
体
に
！

　

第
19
回
球
磨
村
高
齢
者
健
康
祭

　

10
月
26
日
、
さ
く
ら
ド
ー
ム
に
お
い
て
村
内

19
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
参
加
し
、
第
19
回
球
磨
村

高
齢
者
健
康
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
香
月
千
松
会
長
が
「
老
人
の
皆

さ
ん
の
元
気
を
地
域
全
体
に
広
げ
て
く
だ
さ
い
。

本
日
は
、
無
理
を
せ
ず
怪
我
の
な
い
よ
う
最
後

ま
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と
挨
拶
し
、
来
賓

と
し
て
桺
詰
村
長
と
村
議
会
柳
詰
議
長
の
挨
拶

の
後
、
競
技
に
移
り
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
段
ボ
ー
ル
の
上
に
ボ
ー
ル
を
乗
せ
て

リ
レ
ー
す
る
「
ボ
ー
ル
引
き
リ
レ
ー
」
や
、
一
本
一

本
長
さ
の
異
な
る
ヒ
モ
を
引
き
、
審
判
員
の
椅
子

に
繋
ぎ
、
次
々
に
交
代
で
引
い
て
到
達
点
ま
で
つ

な
い
で
い
く
「
運
を
ヒ
モ
に
ま
か
せ
て
」
な
ど
簡

単
に
み
え
て
苦
戦
す
る
競
技
が
行
わ
れ
、
笑
い
声

い
っ
ぱ
い
の
健
康
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
内
保
育
園
の
演
技
も
あ
り
、
ほ
ほ

え
ま
し
い
光
景
に
会
場
は
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

  
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
の
力
を

渡
保
育
園　

絵
本
館
ま
つ
り　

ヒモはゴールに届いたですか？
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12
名
の
思
い
を
タ
ス
キ
で
つ
な
ぎ

　
　
　
　
　
　

６
分
会
Ａ
２
年
ぶ
り
優
勝

第
37
回 

分
会
対
抗
駅
伝
大
会　

　

10
月
30
日
、
日
当
広
場
か
ら
運
動
公
園
ま
で
の
12
区
間
（
23
・
８
㎞
）

で
９
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
分
会
対
抗
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
も
10
月
開
催
と
な
り
、
12
月
に
開
催
さ
れ
る
球
磨
一
周
市
町
村
対
抗
熊

日
駅
伝
大
会
の
選
手
選
考
を
兼
ね
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
瀬
多
目
的
集
会
施
設
に
は
、

早
朝
か
ら
各
分
会
の
選
手
、
役
員

が
集
ま
り
、
午
前
９
時
か
ら
は
、

開
会
式
が
行
わ
れ
、
大
会
会
長
の

桺
詰
村
長
が
、「
昨
年
か
ら
、
球
磨

一
周
駅
伝
大
会
の
選
考
を
兼
ね
る

た
め
10
月
に
大
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
雨
模
様
の
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
最
後
ま
で
タ
ス
キ
を
つ
な

ぎ
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
挨

拶
、
続
い
て
村
議
会
柳
詰
議
長
の

挨
拶
の
後
、
４
分
会
の
松
江
颯
樹

く
ん
が
、「
走
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
、

最
後
ま
で
一
生
懸
命
走
り
抜
き
ま

す
。」
と
力
強
く
選
手
宣
誓
を
し
ま

し
た
。

　

雨
の
中
、
午
前
10
時
に
日
当
地

区
の
広
場
を
ス
タ
ー
ト
し
た
９

チ
ー
ム
の
選
手
は
、
沿
道
か
ら
の

声
援
を
背
に
、
分
会
の
思
い
の
こ

も
っ
た
タ
ス
キ
を
12
人
の
選
手
が
、

ゴ
ー
ル
の
運
動
公
園
ま
で
つ
な
ぎ

ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
、好
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
２
分
会
が
２
区
ま
で
１
位
を

キ
ー
プ
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
長

区
間
の
３
区
で
６
分
会
Ａ
の
蔀
拓

也
く
ん
が
区
間
賞
の
走
り
で
逆
転
、

５
区
で
も
坂
本
壮
真
く
ん
が
２
位

と
の
差
を
２
分
以
上
広
げ
、
最
終

12
区
ま
で
逆
転
を
許
す
こ
と
な
く

逃
げ
切
り
２
年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
連
覇
を
狙
っ
た
５

分
会
Ａ
は
、
６
分
会
Ａ
と
の
差
を

約
30
秒
差
ま
で
縮
め
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
２
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。

【
結
果
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）】

優
勝　
　

６
分
会
Ａ

２
位　
　

５
分
会
Ａ

３
位　
　

１
分
会
Ａ

（
区
間
賞
）

１
区　

西　
　

勝
則
（
２
分
会　

）

２
区　

内
山　

詩
乃
（
１
分
会
Ａ
）

３
区　

蔀　
　

拓
也
（
６
分
会
Ａ
）

４
区　

丸
橋　

勝
寿
（
１
分
会
Ａ
）

５
区　

坂
本　

壮
真
（
６
分
会
Ａ
）

６
区　

平
尾　

絃　
（
１
分
会
Ａ
）

７
区　

大
無
田
浩
司
（
５
分
会
Ａ
）

勢いよくスタート！！

８
区　

池
﨑　

辰
紀
（
１
分
会
Ａ
）

９
区　

井
本
惠
理
香
（
５
分
会
Ａ
）

10
区　

山
口　

桃
香
（
５
分
会
Ａ
）

11
区　

板
﨑　

純
生
（
３
分
会　

）

12
区　

宮
本　

努 　
（
４
分
会　

）

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
）

１
分
会

　

地
下　

一
郎
・
慶
美　
（
親
子
）

　

水
篠　

友
哉
・
尚
哉　
（
兄
弟
）

２
分
会

　

西　
　

勝
則
・
慶
太　
（
親
子
）

　

糸
原　

奨
哉
・
樹
哉　
（
兄
弟
）

　

平
根　

美
咲
・
美
香　
（
姉
妹
）

　

椎
屋　

智
司
・
茉
由　
（
親
子
）

３
分
会

　

馬
場　

豊
・
楓　
　
　
（
親
子
）

　

高
沢　

丈
樹
・
蓮
馬　
（
兄
弟
）

４
分
会

　

宮
本　

宣
彦
・
努　
　
（
親
子
）

５
分
会

　

須
惠　

勝
幸
・
祐
也　
（
親
子
）

　

鵜
口　

翔
太
・
栞
奈　
（
兄
妹
）

　

大
無
田
浩
司
・
愛
佳　
（
親
子
）

　

山
口　

桃
香
・
瑠
花　
（
姉
妹
）

６
分
会

　

坂
本　

壮
真
・
真
宥　
（
兄
弟
）

　

大
瀬　

綾
奈
・
葵　
　
（
姉
妹
）

　

大
岩　

愛
・
千
仁　
　
（
兄
妹
）

（
躍
進
賞
）

１
分
会
（
前
回
５
位
か
ら
３
位
へ
）

力強い宣誓！
松江颯樹選手

３区でトップに立ちタスキをつなぐ６分会Ａ

優勝した６分会の選手
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順 位

チ
ー
ム
名

監

督

名

記

録

１　

区

２
，
０
０
０
ｍ

29
歳
以
下
男
子

２　

区

７
０
０
ｍ

小
学
生
女
子

３　

区

３
，
４
０
０
ｍ

高
校
一
般
男
子

４　

区

１
，
５
０
０
ｍ

40
才
以
上
男
子

５　

区

２
，
５
０
０
ｍ

中
学
生
男
子

６　

区

２
，
６
０
０
ｍ

高
校
生
男
子

７　

区

２
，
３
０
０
ｍ

30
才
代
男
子

８　

区

１
，
３
０
０
ｍ

小
学
生
男
子

９　

区

１
，
６
０
０
ｍ

女
子
フ
リ
ー

10　

区

１
，
３
０
０
ｍ

女
子
フ
リ
ー

11　

区

２
，
７
０
０
ｍ

中
学
生
男
子

12　

区

１
，
９
０
０
ｍ

一
般
男
子

1
6
分
会
Ａ

伊
高　

靖
博

1
時
間
29
分
51

愛
甲　

敏
郎�

06
分
56
秒

鎌
畑　

美
咲

02
分
27
秒

蔀　

拓
也

10
分
57
秒

伊
高　

勝

05
分
35
秒

坂
本　

壮
馬

08
分
24
秒

仮
屋　

嵐

09
分
23
秒

蔀　

洋
治

08
分
33
秒

坂
本　

真
宥

05
分
49
秒

永
椎　

樹
奈

06
分
29
秒

大
瀬　

葵

05
分
54
秒

川
島　

康
太

10
分
06
秒

岩
戸　

龍
也

09
分
18
秒

2
5
分
会
Ａ

大
無
田　

清
和

1
時
間
30
分
43

犬
童
翔
一
郎

06
分
41
秒

鵜
口　

栞
奈

02
分
22
秒

須
惠　

祐
也

12
分
12
秒

須
惠　

勝
幸

05
分
58
秒

鵜
口　

翔
太

09
分
22
秒

恒
松　

佳
樹

10
分
17
秒

大
無
田
浩
司

08
分
11
秒

鵜
口　

尚
人

05
分
48
秒

井
本
惠
里
香

05
分
40
秒

区
間
新

山
口　

桃
香

05
分
00
秒

馬
場
信
之
祐

11
分
35
秒

那
良　

昌
宏

07
分
19
秒

3
1
分
会

平
根　

浩
晴

1
時
間
30
分
43

地
下　

克
愛

07
分
03
秒

内
山　

詩
乃

02
分
13
秒

吐
合　

則
直

12
分
50
秒

丸
橋　

勝
寿

04
分
59
秒

内
布　

玲
慈

10
分
35
秒

平
尾　

紘

09
分
09
秒

川
口　

光
国

08
分
26
秒

池
﨑 

辰
紀

05
分
28
秒

地
下　

慶
美

06
分
29
秒

今
村　

晴
香

05
分
13
秒

水
篠　

尚
哉

10
分
17
秒

久
米　

康
弘

08
分
01
秒

4
4
分
会

栁
詰　

一
人

1
時
間
32
分
22

野
々
原
真
矢�

07
分
15
秒

松
舟　

希

02
分
30
秒

中
津　

竜
成

12
分
29
秒

宮
本　

宣
彦

06
分
05
秒

松
江　

颯
樹

09
分
30
秒

平
野　

健

10
分
21
秒

佐
々
木　

亨

09
分
06
秒

廣
瀬　

拓
也

06
分
04
秒

毎
床
美
穂
子

06
分
35
秒

野
々
原
み
ら
の

05
分
45
秒

中
村　

大
地

09
分
35
秒

宮
本　

努

07
分
07
秒

5
2
分
会

有
村　

重
光

1
時
間
33
分
46

西　

勝
則

06
分
24
秒

椎
屋　

茉
由

02
分
22
秒

小
川　

拓
郎

12
分
49
秒

椎
屋　

清

05
分
50
秒

大
山　

慶
太

09
分
03
秒

久
田
真
裟
己

11
分
24
秒

水
篠　

章
男

09
分
12
秒

糸
原　

樹
哉

05
分
59
秒

平
根　

美
咲

07
分
20
秒

平
根　

美
香

05
分
42
秒

糸
原　

奨
哉

09
分
47
秒

椎
屋　

智
司

07
分
54
秒

6
1
分
会
Ｂ

上
蔀　

準
也

1
時
間
36
分
18

松
野　

翔
吾

07
分
11
秒

水
篠　

未
来

02
分
27
秒

境
目　

凱
之

14
分
06
秒

地
下　

一
郎

05
分
39
秒

水
篠　

友
哉

09
分
28
秒

地
下　

颯
人

12
分
11
秒

大
岩　

久
人

09
分
16
秒

渡
邊　

翼

06
分
15
秒

川
口
優
里
奈

06
分
37
秒

佐
々
木
羅
夢

05
分
03
秒

内
田
だ
い
き

09
分
36
秒

中
塚　

光
宏

08
分
29
秒

７
Ｂ
5
分
会

鵜
口　

光
和

1
時
間
37
分
31

大
無
田　

卓

07
分
09
秒

大
無
田
愛
佳

02
分
34
秒

槻
木　

正
剛

14
分
13
秒

大
無
田
正
剛

06
分
14
秒

毎
床　

太
一

09
分
56
秒

大
無
田
満
浩

10
分
59
秒

大
無
田
正
文

09
分
31
秒

毎
床　

彰
啓

05
分
53
秒

井
本
菜
奈
実

06
分
09
秒

山
口　

瑠
花

05
分
20
秒

大
無
田
泰
雅

10
分
50
秒

那
良　

貴
志

08
分
43
秒

8
3
分
会

永
椎
松
太
郎

1
時
間
45
分
00

高
沢　

昌
仁

09
分
32
秒

髙
澤　

華
梨

03
分
00
秒

高
沢　

丈
樹

12
分
26
秒

浦
野　

賢
助

07
分
41
秒

浦
野　

優

10
分
02
秒

髙
沢　

蓮
馬

10
分
34
秒

高
沢　

竜
介�

10
分
46
秒

馬
場　

楓

05
分
41
秒

中
園　

智
恵

08
分
37
秒

岡　

千
夏

08
分
10
秒

板
﨑　

純
生

09
分
26
秒

馬
場　

豊

09
分
05
秒

オープン

６
分
会
Ｂ

鎌
畑　

良
一

1
時
間
41
分
27

川
内　

智
裕

07
分
42
秒

大
岩　

愛

　

02
分
56
秒

大
岩　

千
仁

13
分
02
秒

清
川　

俊
昭

05
分
49
秒

福
山　

正
晃

10
分
59
秒

川
島　

智
樹

10
分
47
秒

鎌
山
裕
次
郎

08
分
33
秒

松
浦　

伊
織

06
分
52
秒

永
椎
陽
南
子

07
分
36
秒

大
瀬　

綾
奈

07
分
09
秒

假
屋　

毅
覚

10
分
24
秒

大
岩　

健
太

09
分
38
秒

第37回 球磨村分会対抗駅伝大会総合成績一覧表

○
数
字
は
区
間
順
位

●
数
字
は
通
過
順
位

太
字
は
区
間
賞

❷②

❷②

❷②

❸⑥

❸③

❸③

❷①

❸③

❷①

❷①

❸⑨

❷②

❸①

❹④

❹⑥

❷①

❹⑧

❷①

❸②

❷①

❸③

❸③

❷⑥

❸④

❼⑥

❼⑦

❺④

❺⑦

❺⑤

❺④

❺⑤

❺⑦

❹⑤

❹⑥

❹②

❹①

❶②

❶①

❸⑤

❹⑤

❷②

❹⑧

❹⑥

❹⑥

❺⑦

❺⑤

❺④

❺③

❺④

❻⑥

❼⑧

❻③

❻④

❻⑨

❼⑦

❼⑧

❼⑥

❼②

❻③

❻⑤

❽⑧

❽⑧

❻⑦

❼④

❽⑨

❽⑥

❻③

❽⑨

❽⑧
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11
月
４
日
か
ら
15
日
の
12
日

間
、
熊
本
県
災
害
派
遣
チ
ー
ム

第
29
陣
の
一
員
と
し
て
宮
城
県

東
松
島
市
に
て
支
援
業
務
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
市
役
所
に
お
い
て
総
合

窓
口
受
付
と
い
う
こ
と
で
、
来

庁
さ
れ
る
方
々
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
担
当
課
、
申
請
窓
口
へ

ご
案
内
す
る
と
い
う
業
務
に
携

わ
り
ま
し
た
。
災
害
関
連
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
通
常
業
務
の

お
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
、
少
し

ず
つ
通
常
生
活
に
戻
り
つ
つ

あ
る
の
か
な
と
も
思
え
ま
し
た

が
、「
や
っ
と
今
に
な
っ
て
避
難
先
の
連
絡
を

届
け
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
方
や
、「
災

害
関
連
の
申
請
手
続
き
に
初
め
て
来
た
」
と

い
う
方
も
ま
だ
ま
だ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

よ
う
心
掛
け
、
津
波
に
遭
遇
し
孫
に
助
け
ら

れ
た
と
お
っ
し
ゃ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
震
災

後
す
ぐ
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
来

庁
さ
れ
た
お
母
さ
ん
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
閉

　

11
月
４
日
か
ら
15
日
ま
で
の
12
日
間
、
球
磨
村
か
ら
は
３
人
目
と
な
る

伊
高
久
美
子
主
査
が
被
災
地
へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
現
地
で
の
担
当
業
務

な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

ざ
さ
れ
な
が
ら
も
地
域
の
人
と
の
絆
で
乗
り

越
え
た
話
を
さ
れ
た
男
性
等
、
本
当
に
い
ろ

ん
な
方
と
出
会
い
ま
し
た
。
震
災
か
ら
８
カ

月
が
経
ち
、
皆
さ
ん
少
し
ず
つ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
着
実
に
復
興
へ
向
か
っ
て
歩
い
て

い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　

閉
庁
時
を
利
用
し
て
、
い
く
つ
か
被
災
地

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
瓦
礫
が
撤
去
さ
れ
、

家
の
基
礎
だ
け
が
残
る
町
並
み
、
歪
ん
だ
ま

ま
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
垂
れ
下
が
っ
た
電
線
、

屋
内
に
示
さ
れ
た
「
捜
索
終
了
」
の
文
字
、

供
え
ら
れ
た
花
、建
物
の
上
に
流
れ
着
き
残
っ

た
ま
ま
の
観
光
バ
ス
。
復
旧
、
そ
し
て
復
興

へ
と
進
ん
で
い
る
中
、
３
月
11
日
の
大
き
な

爪
痕
を
目
の
当
た
り
に
し
、
無
言
に
な
り
涙

を
流
す
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
決
し
て
容
易

な
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
１
日
も
早
く
安

心
で
快
適
な
ま
ち
へ
戻
り
ま
す
よ
う
に
と
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
派
遣
で
感
じ
取
り
、
得
ら
れ
た
も

の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
住
民
の
生
の
声
、

行
政
の
現
場
の
声
、被
災
地
の
現
状
、熊
本
県
・

九
州
・
全
国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
こ
の
貴
重

な
体
験
、
そ
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
切
に

し
、
今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
松
島
市
を
は

じ
め
多
く
の
被
災
地
が
一
日
も
早
く
復
興
し
、

被
災
者
の
方
々
に
安
心
安
全
な
生
活
が
戻
る

こ
と
を
願
い
、
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

震災から８か月～復旧から復興へ～
職員被災地派遣リポート

　

10
月
23
日
、

球
磨
中
学
校
体

育
館
で
「
く
ま

も
と
教
育
の
日

in
く
ま
む
ら
」

が
開
催
さ
れ
、

講
師
に
道
志

真
弓
さ
ん
を
迎

え
、「
14
ト
リ

ソ
ミ
ー
と
の
壮
絶
な
闘
い
～
家
族
・
地
域
と

の
絆
で
乗
り
越
え
た
８
年
８
か
月
～
」
と
い

う
演
題
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

14
ト
リ
ソ
ミ
ー
と
い
う
世
界
に
数
例
し

か
な
い
染
色
体
異
常
で
生
ま
れ
８
年
８
か

月
一
生
懸
命
生
き
た
道
志
弓
華
ち
ゃ
ん
（
真

弓
さ
ん
の
娘
）
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
歩
み
や
人
生

を
通
じ
て
、
命
の

尊
さ
や
絆
の
大
切

さ
に
つ
い
て
話
さ

れ
ま
し
た
。『
医
者

か
ら
の
辛
い
宣
告

な
ど
も
あ
っ
た
が
、

夫
や
弟
の
幸
真
君
、

地
域
の
助
け
が
あ

り
乗
り
越
え
ら
れ
、

８
年
８
か
月
、
弓

華
と
た
く
さ
ん
の

思
い
出
と
幸
せ
な

「ねんりんピック 2011 熊本」
最高齢（89 歳）出場者として

馬場光俊さんを表彰
　

10
月
15
日
か
ら
18
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
『
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
１
熊
本
』
の
弓
道
競
技

に
、
県
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
た
馬
場
光
俊
さ

ん
（
89
）
が
、
弓
道
競
技
最
高
齢
の
出
場
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
11
月
24
日
に
は
、
全
日
本
弓
道
連

盟
錬
士
五
段
を
取
得
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も

な
お
球
磨
郡
市
の
大
会
に
は
、
球
磨
村
代
表
の

最
高
齢
現
役
選
手
と
し
て
出
場
さ
れ
、
第
一
線

で
の
活
躍

を
続
け
ら

れ
て
い
ま

す
。

人
の
命
の
尊
さ
と
家
族
の
絆
の
大
切
さ
学
ぶ

く
ま
も
と
教
育
の
日 

in 

く
ま
む
ら

建設課
伊高�久美子　主査

表彰を受けられた
馬場さん

時
間
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き

た
』
と
話
さ
れ
、

命
の
大
切
さ
は
も

と
よ
り
、
家
族
・
地
域
の
絆
の
必
要
性
に

つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
生
徒
代
表
で
、
３
年
生
の
板
﨑

純
生
君
が
、「
普
段
私
た
ち
は
何
気
な
く
普

通
に
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
改

め
て
普
通
に
生
活
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
、

命
を
大
切
に
し
て
生
き
て
い
き
た
い
。
普

段
の
生
活
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。
本

日
は
心
に
残
る
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
村
内
の
児
童
生
徒
、
保
護

者
ら
約
５
０
０
人
が
話
を
聞
き
入
り
、
頬

を
涙
が
伝
う
方
々
も
い
ま
し
た
。
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『嘱託職員（運転手）』を募集します。
勤 務 先 球磨村役場　総務企画課

採 用 人 数 １人

職 務 内 容 平成２４年２月１日から球磨村役場総務企画課において公用マイクロバス「やまびこ号」
の運転業務の外、公用車両全体の整備点検に係る管理業務等

勤 務 時 間 球磨村職員の勤務時間に準じます。

受 験 資 格 ・球磨村に居住している者
・「大型免許」を有する者

試 験 内 容 作文試験（事前提出）
面接試験（約１５分程度）

受験日程等 ◇試験期日　申込締切後、別途通知します。
◇試験会場　球磨村役場　３階　小会議室
◇合格発表　試験結果は郵送により通知します。

受 験 手 続 ⑴受付の期日及び時間
期日：平成２３年１１月２５日（金）から１２月９日（金）まで
　　　（但し、土曜・日曜を除く）
時間：午前８時３０分から午後５時まで
⑵申込手続き
　�　球磨村役場総務企画課へ備え付けの申込用紙に必要事項を記入して、提出してくださ
い。作文は原稿用紙１枚（４００字）程度で、題材は「球磨村の将来像」

報 酬 等 経験等を考慮し、村の規定により支給します。
報酬のほか、交通費、賞与が支給され社会保険、雇用保険が適用されます。

雇 用 期 間 平成２３年１月４日～平成２４年３月３１日まで
（勤務態様等により雇用期間が更新される場合もあり。）

お問合せ先 球磨村役場　総務企画課　☎３２－１１１１

　

10
月
25
日
に
あ
さ
ぎ
り
町
免
田

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
球

磨
郡
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
連

合
会
主
催
の
体
育
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
で
40
回
目
を
迎
え

る
こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
親
睦
を
深
め
る
目
的
で
毎
年

開
催
さ
れ
て
お
り
、
各
町
村
及
び

施
設
よ
り
14
団
体
が
出
場
し
、
本

村
の
心
身
障
害
者
福
祉
協
議
会（
山

口
道
人
会
長
）
か
ら
は
38
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
山
崎
利
雄
大
会

会
長
が
「
和
気
あ
い
あ
い
、
楽
し

く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。」と
挨
拶
、

ま
た
五
木
村
障
害
者
協
議
会
の
選

手
が
「
障
害
を
乗
り
越
え
日
々
頑

張
り
ま
す
。」
と
力
強
く
宣
誓
し
、

競
技
に
移
り
ま
し
た
。

　

選
手
は
各
種
目
と
も
笑
顔
で
楽

し
く
競
技
し
、
大
変
盛
会
と
な
り

ま
し
た
。
中
で
も
、「
心
の
ふ
れ
あ

い
」
と
い
う
競
技
で
は
、
バ
ケ
ツ

の
水
を
湯
呑
み
茶
碗
を
使
っ
て
離

れ
た
一
升
瓶
ま
で
運
び
、
早
く
一

升
瓶
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
競
技
で
、

選
手
は
焦
る
気
持
ち
を
抑
え
、
水

を
こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
慎
重
に
水

を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
球
磨
村
が
７
年
ぶ
り

の
優
勝
を
成
し
遂
げ
、
11
月
１
日
、

山
口
会
長
他
３
名
が
村
長
に
喜
び

の
報
告
を
し
ま
し
た
。
山
口
会
長

は
「
選
手
は
各
種
目
で
健
常
者
に

負
け
な
い
く
ら
い
の
盛
り
上
が
り

よ
う
で
、
怪
我
を
し
な
い
か
心
配

し
た
が
、感
動
も
た
く
さ
ん
も
ら
っ

た
。
優
勝
を
発
表
さ
れ
た
と
き
は
、

選
手
一
同
笑
顔
で
称
え
合
う
こ
と

が
で
き
た
。」
と
喜
び
を
声
に
し
ま

し
た
。

【
結
果
は
次
の
と
お
り
】

　

優
勝　

球
磨
村

　

２
位　

水
上
村

　

３
位　

あ
さ
ぎ
り
町
深
田
支
部

７
年
ぶ
り
の
優
勝
に
喜
び
の
笑
顔
！

球
磨
郡
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
連
合
会
体
育
祭

村長に優勝を報告する村協議会役員
左から山口さん、内布さん、鳥飼さん、鵜口さん
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農業委員会が、農地取得後の経営面積
『別段の下限面積』を決定

平成２３年１２月１日施行

農用地区域内　30 アール ・ 農用地区域外　10 アール

農
地
法
で
は
原
則
50
ア
ー
ル

　

農
地
法
で
は
、
農
業
で
自
立
で

き
る
面
積
と
効
率
的
な
農
地
利
用

を
目
的
と
し
て
、
農
地
の
権
利
取

得
に
つ
い
て
は
経
営
面
積
が
原
則

と
し
て
都
道
府
県
50
ア
ー
ル
、
北

海
道
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
と
な
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
農
地
』
と
『
担
い
手
』
の
確
保

　

本
村
の
農
地
は
、
ほ
と
ん
ど
が

中
山
間
地
域
の
傾
斜
地
に
多
く
、

狭
小
の
農
地
が
点
在
し
、
農
作
業

の
効
率
や
農
作
物
の
生
産
性
も
悪

い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
加
え
て
担

い
手
の
高
齢
化
や
、
獣
害
に
よ
る

耕
作
意
欲
の
低
下
に
よ
り
耕
作
放

棄
地
が
増
加
し
、
今
後
も
更
に
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
農
地
を
取
得

し
た
い
が
下
限
面
積
（
50
ア
ー
ル
）

の
要
件
が
あ
り
取
得
で
き
な
い
」

と
の
相
談
も
多
く
、
農
地
の
保
全

と
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保
か
ら
、

別
段
の
面
積
設
定
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。

別
段
の
面
積
設
定
が
可
能
に

　

平
成
21
年
度
に
農
地
法
の
改
正

が
行
わ
れ
、
農
林
水
産
省
令
で
定

め
る
基
準
に
従
い
、
市
町
村
の
区

域
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
、

営
農
条
件
が
お
お
む
ね
同
一
と
認

め
ら
れ
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
面
積

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
条
件
に
、
農

業
委
員
会
が
『
別
段
の
下
限
面
積
』

を
設
定
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

県
下
で
も
、
市
町
村
の
全
部
ま

た
は
一
部
の
地
域
で
、
30
ア
ー
ル

や
10
ア
ー
ル
の
別
段
の
面
積
を
設

定
し
、
既
に
施
行
さ
れ
て
い
る
市

町
村
も
あ
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
慎
重
に
検
討

　

農
地
法
の
改
正
後
に
、
球
磨
村

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
の
研

修
や
、
既
に
別
段
の
面
積
を
設
定

し
た
市
町
村
を
研
修
し
、
村
内
の

農
地
の
状
況
と
別
段
の
面
積
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

検
討
を
す
る
資
料
で
は
、
農

林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
50
ア
ー
ル

以
下
の
農
家
戸
数
は
、
全
体
の
約

40
％
、
農
業
に
従
事
し
た
者
の
年

齢
に
つ
い
て
は
、
60
歳
以
上
が
全

体
の
70
％
を
超
え
、
70
歳
以
上
の

方
も
約
40
％
と
、
本
村
の
農
業
を

担
う
方
の
ほ
と
ん
ど
が
、
60
歳
以

上
で
あ
る
こ
と
が
統
計
の
資
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
提
出
さ
れ
る
、『
農

業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

書
』
で
申
請
さ
れ
た
経
営
面
積
で

は
、
一
戸
あ
た
り
の
平
均
面
積
が

41
ア
ー
ル
で
、
50
ア
ー
ル
以
下
の

農
家
が
約
72
％
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
経
営
面
積
の

少
な
い
方
へ
、
農
地
を
集
積
し
農

地
の
確
保
と
保
全
及
び
新
た
な
担

い
手
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
本
村
で
も
『
別
段
の
下

限
面
積
』
を
設
定
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

農
用
地
と
農
用
地
外
で
設
定

　
『
農
用
地
区
域
』
に
つ
い
て
は
、

専
業
農
家
も
多
く
、
新
に
農
地
を

取
得
し
て
も
農
業
経
営
が
で
き
ず
、

耕
作
放
棄
さ
れ
る
こ
と
を
未
然
に

防
止
す
る
目
的
と
し
て
、
あ
る
程

度
の
経
営
面
積
を
有
す
る
農
家
へ

集
積
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と

か
ら
『
30
ア
ー
ル
』
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
農
用
地
区
域
外
』
の
農

地
に
つ
い
て
は
、
１
筆
ま
た
は
１

枚
の
農
地
が
10
ア
ー
ル
以
下
の
農

地
が
多
い
こ
と
と
、
農
地
法
施
行

規
則
の
設
置
面
積
が
10
ア
ー
ル
以

上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
10
ア
ー
ル
』

と
し
、
平
成
23
年
12
月
１
日
か
ら

施
行
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
許
可
に
つ
い
て
は
農

地
法
の
50
ア
ー
ル
を
原
則
と
し
て
、

農
家
の
状
況
及
び
農
地
の
売
買
の

状
況
に
応
じ
て
『
別
段
の
面
積
』

を
参
考
に
許
可
の
決
定
を
し
ま
す
。

ま
た
、
決
定
後
に
つ
い
て
は
、
農

地
の
違
反
転
用
や
農
地
の
確
保
を

目
的
と
し
て
、
取
得
後
の
農
地
を

『
５
年
以
上
は
耕
作
す
る
こ
と
』
な

ど
を
条
件
と
し
て
許
可
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

球
磨
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
（
役
場
産
業
振
興
課
内
）

　
　

電
話　

３
２
・
１
１
１
５

中山間地に点在する農地（松谷棚田）
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11
月
12
日
、
高
音
弓

道
場
に
お
い
て
、
久
し

ぶ
り
の
秋
晴
れ
と
な
っ

た
中
、
神
瀬
住
吉
神
社

の
大
祭
に
併
せ
て
第
22

回
球
磨
村
弓
道
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

桺
詰
村
長
の
歓
迎
の

挨
拶
の
後
、
行
射
を
行

う
た
め
の
儀
式
で
あ
る

矢
渡
し
を
、
来
年
、
卆

寿
（
90
歳
の
祝
）
を
迎

え
ら
れ
る
馬
場
光
俊
錬

士
五
段
が
行
い
、
そ
の

動
作
と
雄
姿
に
、
皆
さ

ん
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
球
磨
郡

市
は
も
と
よ
り
八
代
市

か
ら
も
参
加
が
あ
り
、

23
名
の
選
手
た
ち
が
４
本
ず
つ
５
回
の
20
本

の
矢
を
引
く
競
技
が
実
施
さ
れ
、
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
的
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

競
技
は
最
後
ま
で
一
進
一
退
の
熱
戦
が
続

き
、
５
立
ち
目
に
４
本
皆
中
を
出
し
た
石
田

憲
雄
選
手
が
逆
転
勝
利
し
ま
し
た
。

【
成
績
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）】

競
射
（
４
矢
５
立
：
20
射
）

１
位　

石
田　

憲
雄
（
人
吉
市
）　
　

15
中

２
位　

別
府　

重
幸
（
あ
さ
ぎ
り
町
）
14
中

３
位　

相
良　

住
太
（
あ
さ
ぎ
り
町
）
13
中

４
位　

山
下　

幸
夫
（
八
代
市
）　
　

12
中

５
位　

犬
童　

武
徳
（
球
磨
村
）　
　

11
中

６
位　

田
中　

林
平
（
多
良
木
町
）　

10
中

７
位　

吉
村　

金
也
（
多
良
木
町
）　

10
中

８
位　

大
柿　

朗
大
（
人
吉
市
）　
　

10
中

９
位　

鶴
田　

健
二
（
球
磨
村
）　
　

９
中

10
位　

板
橋　

増
人
（
人
吉
市
）　
　

８
中矢渡しをする馬場光俊錬士五段

真剣なまなざしで的を射る
球磨村弓道大会　

　家族を介護する介護者を対象に、介護に関する
知識・技能を伝え、介護による身体的・精神的負
担を軽減することを目的とした家族介護教室を下
記のとおり開催します。介護に関する基礎的な内
容となっていますので、気軽にご参加ください。

記
日　時：平成２３年１２月１３日（火）
　　　　午前１０時～（２時間程度）
場　所： 球磨村高齢者生活福祉センター「せせらぎ」
申込先：球磨村役場  住民福祉課（担当：友尻）
　　　　☎３２－１１１２

楽しいひとときを過ごしました

　

福
岡
市
周
辺
に
住
む
球
磨
村
出
身
者
及

び
関
係
者
を
会
員
と
す
る
九
州
カ
ワ
セ
ミ

会
の
第
５
回
総
会
が
、
11
月
５
日
、
福
岡

市
の
ホ
テ
ル
ク
リ
オ
コ
ー
ト
博
多
で
開
催

さ
れ
、
球
磨
村
か
ら
は
桺
詰
村
長
を
は
じ

め
、
関
係
職
員
５
名
、
福
岡
市
周
辺
か
ら

会
員
10
名
の
16
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
今
村
勝
之
介
会
長
の
挨
拶

の
後
、
桺
詰
村
長
が
、
球
磨
村
の
近
況
を

交
え
な
が
ら
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
事
業
及
び
会
計
報
告
や
任

期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
、
今
村
勝
之
介
会
長
を
は
じ
め
全

役
員
の
留
任
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
出
話
や
近
況
報
告
な
ど
で
終
始
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

「
カ
ワ
セ
ミ
会
」
の
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
！

　

球
磨
村
で
は
、今
年
８
年
目
と
な
る「
東

京
カ
ワ
セ
ミ
会
」、
６
年
目
の
「
関
西
カ

ワ
セ
ミ
会
」、
５
年
目
の
「
九
州
カ
ワ
セ

ミ
会
」、
３
年
目
の
「
東
海
カ
ワ
セ
ミ
会
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
の
拡
大
を
図
り
、
都

市
部
へ
の
ふ
る
さ
と
情
報
の
発
信
に
努
め

て
い
ま
す
。
会
員
拡
大
の
た
め
、
各
地
域

に
在
住
の
ご
親
族
や
友
人
の
方
な
ど
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
総
務
企
画
課
企
画
広
報

係
（
☎
３
２
‐
１
１
３
８
）
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
た
情

報
は
厳
重
に
管
理
し
、
目
的
以
外
へ
使
用

し
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
発
展
を
願
い

第
５
回
九
州
カ
ワ
セ
ミ
会

平成23年度　第１回
家族介護教室を開催します
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球磨村文化協会　　シリーズ⑤

　私たちパッチワークサークルは、現
在部員５名です。月２回程度集まり、
時には話に花が咲く時もありますが、
それも楽しみのひとつです。
　毎日のお出掛けに気軽に持てる小さ
なサイズのバッグから、季節のおしゃ
れバッグ、プチ旅行にぴったりのボス
トンバッグ、四角つなぎや三角つなぎ、
いろいろなピーシングブロックをつな
いだりして楽しんでいます。パターン
の縫い方をひとつ覚えたら、同じパター
ンで違うデザインのバッグもできます。
少しでも興味がありましたら、お電話
ください。

　パッチワークサークル代表

　　舟戸　千鶴子　☎３３－０１０９

■ 華道サークル
　春夏秋冬、色とりどりに咲く花々を
楽しみながら家に飾ってみられません
か？
　自然の花や草木は、嬉しい時、寂し
い時、心を癒し日常の生活に潤いと彩
りをそえてくれます。今月の花材は？お
生花・自由花・新風体？と期待に胸を
膨らませ楽しく練習をしています。不
思議なことに、小川先生の魔法の手に
かかると花が一段と輝きを増してきま
す。
　ボランティアで千寿園に伺った時に
は、持ち寄りの花をオアシスに生け「き
れかな～」「こっでよかでしょか？」と
笑顔で生けておられる姿に、私たちま
で幸せになりました。
　花が好きな方、一緒にされませんか？
皆様からの連絡をお待ちしています！ 

　華道サークル代表

　　山口　サヨ　☎３３－０１４７

■ パッチワークサークル
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くまむらスマイルスポーツクラブ　第 5 回

　グラウンドゴルフ（神瀬）
　グラウンドゴルフクラブ（神瀬）は、毎週月・水・金
曜日の午後２時から旧神瀬小グラウンドで活動していま
す。ほとんどの方が神瀬地区の方々ですがわきあいあい
と楽しく行っています。
　グラウンドゴルフは、ルールが簡単で年齢問わず初心
者でも簡単に取り組むことができます。競技の中には、
無意識に走ったり、みんなで笑いあったりするので、体
力づくりや人とのコミュニケーションづくりにはもって
こいのスポーツです。
　現在、各分会・行政区等でグラウンドゴルフ大会を実
施されており、村内を代表するスポーツに定着しつつあ
ります。
　皆さんもグラウンドゴルフをして、いい汗をかいてみ
ませんか。スティックやボール等の道具はグラウンドゴ
ルフクラブ及び球磨村教育委員会で貸し出していますの
で、多くの方の参加をお待ちしております。

　バドミントン（渡）
　バドミントンクラブ（渡）は、毎週月・金曜日に午後
８時から１０時まで渡小学校体育館で活動し、楽しんで
います。
　小学生から７０歳代まで年齢層が厚く、プレーの幅も
広がり、さらなるレベルアップが期待されます。特にク
ラブ内には、若い人が多いのでレベルの高い練習ができ
ます。
　バドミントンは、小刻みに動きラケットを振るのでい
い汗がかけます。体力づくりにはもってこいのスポーツ
です。
　渡バドミントンクラブは、経験者も初心者も大歓迎で
す。特に初心者の方にはルールを覚えてもらいながら
しっかり指導します。
　道具はバドミントンクラブ及び球磨村教育委員会で貸
し出していますので、多くの方の参加をお待ちしており
ます。

（お問合せ先）球磨村教育委員会　☎３２－１１１７
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球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www.kmbb.jp/watari/

　 「陽だまり」
12月行事予定

《陽だまりサロン》

　球磨村地域子育て支援センター　陽だまり は、月～金の9:00～ 16:00、土曜日は８:00～ 13:00 まで開放しています。陽だ
まりサロンも月に３～４回やっています。下記の日程をごらんになり、親子でそしてマタニティさんもどうぞお気軽においでください。
お待ちしています。

《自然物は何よりの宝のおもちゃです！》　

　８日(木）１才７～10か月健診

　９日(金）陽だまりサロン

１０日(土）りんごの木サークル

１３日(火）陽だまりサロン

１７日(土）渡保育園発表会

２２日(木）陽だまりサロン

　　　　　　　ママ誕生会

3才6ヶ月健診
健　診

元気いっぱいの
　　　お友だちです

芋掘りの様子
いきなり団子を作りました。

＝神瀬保育園＝
　秋の木の葉と言えば、美しいところで紅葉（カエデ）、黄葉（イチョウ）、柿の葉などが上げられます。
そして衣服にくっつけて遊ぶ草の実のオオオナモミ、少しチクッとしますが簡単に沢山くっついて面白
いです。イラクサの葉もくっつけて顔などを表現します。その他には草の葉で音を出すことも出来ます。
花で色水を作ったり、オシロイバナの実をつぶしてお化粧したり、椿の実で爪を磨いて光らせたり、男
の子は笹舟に笹笛、どんぐりのコマにヤジロべー、竹の水鉄砲、簡単なところではオオバコの草の筋を
残して引っ張りこ、ユニークな動きの猫じゃらし、ふくろう人形はススキでという具合です。河原の数
珠玉の草の実はお手玉の中身になります。その季節季節での自然の草や花があり遊びがあります。
　園では「身近な自然物で遊ぼう」というねらいを定め、様々な物を見つける事から始まり、お散歩に
出かけ探し、見つけて名前を図鑑で調べます。色、形、大きさ、手触り、匂いを嗅いだりします。机の
上で並べたり、貼ったりもします。先生より先に遊び出す子もいます。今は既製品のプラスチックのお
もちゃやぬいぐるみなどが主流ですが、自然物には既製品にない魅力があります。それは子ども自身が
良く知っていると感じます。皮膚がかぶれたり手を切ったりすることもありますが、臆病になるよりは
体験している方が豊かだと思います。田舎でも戸外に出る機会が少なくなりました。地域にはより沢山
の自然物での遊び方をご存知の方々がおられます。是非、子どもや孫にも教えてあげて下さい。身の回
りの自然物は何よりの宝で良いおもちゃになります。草で歌が吹けたらきっとびっくりして目を丸くす
るかもしれません。

おいしい餃子の出来上がり

10月のお誕生会メニュー

《あかちゃんこんにちは》
球磨村のお宝誕生！
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社
会
福
祉
協
議
会
へ
御
遺
族
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
御
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
お
気
持

ち
を
大
切
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
分
）

○
堤　
　

勝
広　

様
（
故　

寛　
　

）

○
中
園　

信
介　

様
（
故　

チ
ヨ
子
）

○
沢
見　

凉
子　

様
（
故　

幸　

男
）

○
木
ノ
下　

文
雄
様
（
故　

チ
エ
子
）

○
日
當　

一
喜　

様
（
故　

讓　
　

）

【
篤
志
家
よ
り
】

◎
一
般
寄
付　
　

　
　
　
　
　

八
久
保
マ
キ
ヨ　

様

よ
せ
ら
れ
た
善
意

社協コーナー

香典返し

あ
っ
た
か　
　

ふ
れ
あ
い

　

毎
年
恒
例
の
街
頭
募
金
が
、
十
月
十
五
日
と
十
六
日
の
両
日
、

『
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
』
の
会
場
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
村
内
の
小
・
中
学
校

の
協
力
を
得
て
、
街
頭
募
金
を

展
開
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
球
磨
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
の
皆
様
に
も
街

頭
募
金
や
会
場
内
で
の
清
掃
活

動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
子
供
達
や
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
方
々
の
元
気
で
明
る
い

笑
顔
や
一
生
懸
命
な
募
金
の
呼

び
か
け
に
、
皆
様
の
優
し
い
心

が
、
重
な
っ
て
、
温
か
い
善
意

が
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

２日間の街頭募金額及びご協力団体
○ボランティア協力校（村内　全小・中学校）
○球磨村ボランティア連絡協議会
○その他のボランティア

１１１，５７４円

　　　　　　　　　球磨村ボランティ
　ア連絡協議会の事業の一環として清掃
ボランティア活動に従事されました。
　会員の皆様、お疲れ様でした。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
解
い
て
、
枠
の
中
に
Ａ

～
Ｄ
の
順
に
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。
何
と

い
う
言
葉
に
な
る
で
し
ょ
う
？

　体重が減り始めたら、注意。
　低栄養かもしれません。「低栄養」というと、戦後の食糧が十分でなかったときのこと
だと思うかもしれません。実は、飽食の時代といわれる現代の日本においても低栄養の人
が少なくないことがわかってきました。歳をとって、食欲がないからと食べないでいると、
低栄養になってしまいます。低栄養になると、風邪などの病気にかかりやすくなります。
力が入らないので転びやすくなります。低栄養は老化を加速します。����

栄養士　中山　千絵　

答
え　

え
い
よ
う

れ い と う こ
ん そ ば
し た ぐ い
よ こ あ る き

う え ま き

し
っ
か
り
食
べ
て
元
気
モ
リ
モ
リ

に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　たてのカギ　　　　　　　　　　　   よこのカギ
①勝ち続けること。　　　　　　①食品を0度以下に保存�
②正月に飲むお酒。　　　　　　　する保管庫。�
③赤ちゃんを入れて　　　　　　④日本の麺の一種。
　運ぶのに使う。　　　　　　　　年越し○○。
⑥足が八本。　　　　　　　　　⑤味を感じるところ。口の中
⑧行ったり来たりすること。　　　にある。
⑩調理法の一つ。　　　　　　　⑦お酒を一気に飲むこと。
　野菜を主材料にする事　　　　　○○飲み。
　が多い。なすのごま○○。　　⑨カニの歩き方。
　　　　　　　　　　　　　　　⑪物語を絵に描いた巻き物。

1 B 2 3D

4D

5 6 7 8

9D 10

11A
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青年団の活動に参加してみませんか？暇なときに「参加してみようかな〜。」
という感じで大丈夫です！！他の市町村の方でも誰でも参加できます。
　　　　　興味をもたれた方アクセス願います。（＼＾ｖ＾／）
　　　　　（パソコン）http://k-ypa. net/　　　（携帯電話）http://k- ypa.  net/i/

球磨村青年団活動記録
　クマトーク＆キックベースボール大会
　１０月２３日球磨郡青年団協議会主催のクマトークが、あさぎり町の球磨郡青年会館で開催されました。議題は、

「災害団員」、「観光案内団員」、「青年団フェチ団員」、「お酒大好き団員」に分かれて他町村の団員と話し合いまし
た。普段他町村の団員と話す機会がありませんので、活発な意見はっと驚くような意見が飛び交いました。
　その後各議題について話し合ったことを発表しました。広報紙にまとめて発表する班もいれば某番組「ア
○トーーク」風に発表する班もあり、どの班も工夫を凝らした聞きごたえのある楽しい発表でした。特に「ア
○トーーク」風の発表にはたくさんの笑いが飛び交っていました。
　そして、午後からはレクリェーションで、キックベースボールを行いました。キックベースボールは、野球のルー
ルでボールを蹴って行うものです。３班に分かれて総当たり戦で楽しみました。みなさん小学生のように走りまわ
り、爆笑珍プレーや見事なホームランなど他町村との交流も深められ楽しい日曜日となりました。

　婦人会バレーに出場 !!
　１１月６日に一勝地婦人会主催のソフトバレー大会に球磨村青年団チームで出場しました。日頃運動不足
もあり、ひーひーふーふー言いながら何とか打ち返し拾い続けました。結果は、予選は何とか通過したもの
の体力の限界が来てしまい、決勝トーナメントでは１回戦敗退でした。昨年３位に入っていたので非常に悔
しかったです。
　婦人会の会員のみなさんは、フレッシュで青年団も生涯フレッシュに清潔感のあるようにいたいと思いました。

　全国大会出場 inTOKYO　つかみ取った全国１勝 !!
　１１月１１日から１４日にかけて全国青年祭が東京一円で開催されました。この大会は、熊本県青年祭で
見事勝ち抜いた選手たちが参加します。球磨村からは、野球で小川拓郎君。卓球で中渡考之君、大岩誉君、
原麻美さんが出場しました。
　野球は、１回戦敗退。卓球は、中渡君、大岩君は予選敗退でした
が原さんが見事予選を突破し、決勝トーナメントへ進みました。し
かし、全国の壁は厚く１回戦敗退でした。昨年全員予選敗退でした
が、今年は何とか全国１勝することができました。
　やはり全国ということもあり大変厳しい戦いになりましたが、全
国大会に出場して他県の青年団員と交流して、得るものがたくさん
あったと思います。今後の青年団活動で生かしていってもらいたい
と思います。

　クリスマスサンタ大作戦　今年も君たちのお家にサンタが来るよ★
（内　　容） 青年団員がサンタクロースの格好をして各家庭をまわり、こどもたちにプレゼントを渡します。

プレゼントについては、各家庭でご用意されたものでもＯＫです。ご要望に応じます。
（日　　時）平成２３年１２月２４日（金）　午後７時頃～
（対　　象）村内の小学生未満
（申込方法）クリスマスサンタ大作戦担当（中園）まで電話またはメールでご連絡ください。
　クリスマスサンタ大作戦担当（中園）☎３２－１１３９（球磨村役場内）　
　メールアドレス　a-nakazono@vill.kuma.lg.jp 　　たくさんの応募お待ちしております。



�� 広報「くまむら」　平成２３年 11月号

　　　　　　　　　　　　　　　12 月 の 行 事 予 定 　 　（ 変更になる場合もあります ）

日 月 火 水 木 金 土

1 2
●窓口出張業務
 （9:30～11:30
　渡多）

3

4
●野球審判講習会
（8:30～球中）
● ３分会グラウンドゴ
ルフ交流会

5 6 7
●窓口出張業務
 （9:30～11:30
　神多）

8 9
●窓口出張業務
 （9:30～11:30
　渡多）

10

11
● ８区グラウンド
ゴルフ交流会

12 
●区長文書

13
●球磨中持久走大会

14
●窓口出張業務
（9:30～11:30 神多）
●小学生持久走大会
●消防団全体訓練
（19:00～運公）

15 16
●窓口出張業務
 （9:30～11:30
　渡多）

17

18
● 球磨一周市町村
対抗熊日駅伝大
会（人吉市発着）

19 20 21 
●窓口出張業務
　（9:30 ～ 11:30
　神多）

22 23 24 

25
● ふれあいソフ
トボール大会
（9:00～運公）

26
●区長文書

27 28 29 30 31

みんなの
広　場

こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
村
民
み
な
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
「
川
柳
」「
俳
句
」「
短
歌
」
を
掲
載
し
ま
す
。
全
部
を
掲

載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
肥
後
狂
句
】
兆
吉
の
肥
後
狂
句
集
よ
り

・
眠
り
か
ぶ
っ
て　

悪
口
だ
け
は
聞
こ
え
よ
る

　

「
悪
口
だ
け
」
を
選
別
し
て
眠
れ
る
脳
に
入
力
す
る
の
は
至
難
の
業
。

　

�

聖
徳
太
子
に
次
ぐ
超
能
力
の
持
ち
主
だ
。
現
代
で
は
、
割
り
方
高
齢

の
女
性
に
多
い
。

・
女
は
つ
ら
い　

当
た
り
外
れ
の
あ
る
亭
主

　

ア
ミ
ダ
ク
ジ
で
、
大
事
な
人
生
の
伴
侶
を
決
め
ら
れ
た
感
じ
。

　

「
つ
ら
い
」
の
は
男
の
方
も
同
じ
。

（
山
岳
）

【
川 

柳
】（
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
そ
の
中
か
ら
掲
載
）

・
霜
月
や　

冬
の
足
あ
と　

百
舌
の
声

・
秋
深
し　

紅
葉
映
す　

布
ヶ
の
滝

・
祭
り
き
て　

口
に
ほ
う
ば
る　

つ
ぼ
ん
汁

（
お
詫
び
と
訂
正
）

広
報
く
ま
む
ら
10
月
号
掲
載
の
川
柳
で
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し

改
め
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
敬
老
や　

一
輪
く
れ
た　

孫
娘

　
　

（
上
村　

義
喜
）

・
豊
作
の　

柿
に
カ
ラ
ス
も　

ソ
ッ
ポ
む
き

・
メ
タ
ボ
猫　

ひ
み
つ
の
通
路　

せ
ま
く
な
り

・
ぬ
れ
落
葉　

夫
婦
そ
ろ
っ
て　

庭
を
は
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
カ
ヅ
子
）

【
短 

歌
】（
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
そ
の
中
か
ら
掲
載
）

・
秋
晴
れ
に　

散
歩
つ
い
で
の　

友
来
た
り

　
　

病
や
ま
い

忘
れ
し　

笑
い
の
ひ
と
と
き　
　
　
　
　
　
　

（
犬
童　

義
一
）

・
新
米
を　

親
し
き
方
よ
り　

い
た
だ
き
ぬ

　
　

炊
き
た
て
の
香か

と　

艶つ
や

と
お
い
し
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
犬
童　

幸
子
）

　

掲
載
原
稿
は
、
毎
月
10
日
ま
で
に
、
役
場
総
務
企
画
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

※〔清流館〕＝球磨村コミュニティセンター清流館、〔渡多〕＝渡多目的集会施設、〔神多〕＝神瀬多目的集会施設、〔やまなみ〕＝石の交流館「やまなみ」
�〔かわせみ〕＝一勝地温泉かわせみ、〔渡小〕＝渡小学校、〔一小〕＝一勝地小学校、〔球中〕＝球磨中学校、〔運公〕＝総合運動公園
�〔さんがうら〕＝田舎の体験交流館「さんがうら」

消防団年末特別警戒

球磨村役場年末閉庁
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後

集

編

記

氏　

名

年　

齢

地　

区

中
園　

チ
ヨ
子

91
才

田　

頭

沢
見　

幸
男

80
才

沢　

見

木
ノ
下
チ
エ
子

83
才

上　

原

日
當　

讓

80
才

日　

当

浅
野　

郁
朗

83
才

中　

園

中
山　

ト
シ

89
才

松　

谷

10月届出分
（敬称略）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

11月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1,634� △ � 1 2

人　口（人） 4,447� △1 3 △97

男　（人） 2,109� △ � 4 △50

女　（人） 2,338� △ � 9 △47

お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　

名

保
護
者

地　

区

内
布　

紗
菜

祐　

介

内　

布

　

11
月
は
村
内
各
地
で
祭
り
や
運

動
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ

れ
、
私
も
カ
メ
ラ
片
手
に
お
じ
ゃ
ま

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
神
社
の
大
祭
に
は
、
多

く
の
方
が
参
拝
さ
れ
、
伝
統
芸
能
が

奉
納
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
地
域

が
一
体
と
な
り
伝
統
を
継
承
し
て

い
く
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
第
４
区
を
中
心
に
今
年
で

８
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
「
や
ま
び

こ
運
動
会
」、
神
瀬
校
区
で
今
年
初

開
催
の
「
た
か
お
と
運
動
会
」
な

ど
、
こ
ち
ら
も
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
活
気
に
溢
れ
開
催
さ
れ
、
一
つ
の

伝
統
と
し
て
こ
れ
か
ら
先
も
残
っ

て
い
け
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ

と
約
１
か
月
と
な
り
、
来
年
の
出
初

式
に
向
け
、
各
消
防
団
で
も
訓
練
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
来
年
は
、
操
法

競
技
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
私
も
要

員
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
ず
、

苦
労
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
あ
と
１
か
月
し
っ
か
り
訓
練

し
、
本
番
で
い
い
操
法
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
は
忘
年
会
の

時
期
で
す
。
皆
さ
ん
飲
酒
運
転
だ
け

は
絶
対
に
さ
れ
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

（
祐
）

　１１月６日、昨年３月に閉校した旧神瀬小学校体
育館において、「第１回たかおと運動会」が開催され
ました。
　たかおと運動会は、学校が閉校し子どもたちの声
も聞こえなくなり、どうにか活気を取り戻せたらと
いう思いで、地域住民が主体となり開催されました。
　開会式では伊高義秋実行委員長が「今日一日楽し
く愉快に過ごしてください。」と挨拶、来賓として桺
詰村長、続いて松田三郎県議会議員が祝辞を述べま
した。
　大会には約３５０名の神瀬地域住民が集まり、上
区、川内区、下区の３区の対抗で競技が行われ、「ム
カデ競走」や「大綱引き」はもちろん、「泣かせ玉リ
レー」、「鬼ごっこ玉入れ」など工夫を凝らしたもの
もあり、最後まで活気に溢れた大会となりました。

今年も笑い声が響きわたる
第８回やまびこ運動会

　１１月６日、球磨村公民館立野分館運動場において、
やまびこ運動会が開催され、参加者の賑やかな笑い声
で溢れました。
　この運動会は、平成１６年３月に閉校した立野分校
を誰でも集える交流施設にできればという思いで、地
域住民が主体となって毎年運動会を開催しており、今
年も第４区と渡地域をはじめ、子どもからお年寄りま
で多くの方が参加し賑わいました。
　開会式では、井口和昭実行委員長が挨拶をし、来賓
として緒方勇二県議会議員、続いて中根教育長が祝辞
を述べました。
　競技は、地区を一周する「マイペースマラソン」や「ム
カデ競走」、「大縄跳び」など様々な種目があり、老若
男女問わず、最後まで盛会に行われました。

神瀬地域のみんなの笑顔が溢れる
第１回たかおと運動会


